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2 平成6年9月15日 

開

ー
市
の
部
総
合
四
位
 

十
」
 

青
森
県

民
体
育
大
会

開
か
れ

る
 

「心から歓迎します」 「練習の成果を存分に」 
佐々木市長 	 北村県知事 

「正々堂々と闘うことを誓います」 
―竹内公悦選手 

県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
四

十
九
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体

育
大
会
」
が
八
月
二
十
七
日
、
一
一

十
八
日
の
両
日
、
当
市
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

二
十
七
日
の
午
前
十
時
、
市
民

文
化
会
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
 

六
十
七
市
町
村
の
選
手
、
役
員
が

参
加
。
市
町
村
の
各
部
で
前
年
優
 
 

勝
し
た
弘
前
市
、
板
柳
町
、
六
ケ

所
村
を
先
頭
グ
ル
ー
プ
に
、
陸
上

自
衛
隊
第
九
音
楽
隊
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
奏
の
も
と
市
町
村
旗
を

掲
げ
入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
田
名
部
匡
省
大
会
会

長
（
代
読
、
清
藤
六
郎
県
体
育
協

会
副
会
長
）
が
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
 

限
り
な
い
人
間
の
力
と
技
術
へ
の
 
 

挑
戦
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
選
手

の
み
な
さ
ん
は
日
頃
練
習
し
た
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
郷
土

の
栄
誉
と
競
技
の
栄
光
を
目
指
し

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ

つ
。
 

北
村
県
知
事
ら
大
会
役
員
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
佐
々
木
市
長

が
 
「五
所
川
原
に
お
い
で
の
み
な

さ
ん
、
五
万
市
民
と
と
も
に
心
か
 
 

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
郷
土
の
代

表
と
し
て
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に
徹

し
、
不
断
の
努
力
で
培
わ
れ
た
力

と
技
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
生
涯

の
思
い
出
と
し
て
残
る
満
足
の
ゆ

く
競
技
を
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 

参
加
者
相
互
の
友
情
を
深
め
て
く

だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
当
市
代
表
で
柔
道
競

技
に
出
場
の
竹
内
公
悦
選
手
が
、
 

参
加
選
手
役
員
約
八
千
人
を
代
表

し
、
力
強
く
選
手
宣
誓
、
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。
 

競
技
は
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
 

相
撲
な
ど
十
六
競
技
に
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、今
大
会
で
当
市
は
、
 

相
撲
で
五
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
っ

た
ほ
か
、
陸
上
で
倉
水
英
樹
選
手

が
走
り
高
跳
び
A
を
制
す
る
な
ど

各
種
目
に
健
闘
し
ま
し
た
。
 

な
お
、総
合
優
勝
は
、市
の
部
は

弘
前
市
が
三
連
覇
、
町
の
部
は
板

柳
町
が
二
連
覇
、
村
の
部
は
六
ケ
 

【
 

所
村
が
六
連
覇
の
栄
冠
に
輝
き
、
 

当
市
は
市
の
部
総
合
四
位
で
し
た
。
 

当
市
の
主
な
成
績
（
優
勝
種
目

の
み
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●

相
撲
廿
優
勝
。
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（男
子
）廿
優
勝
。
 

●

ソ
フ
トボ
ー
ル
（女
子
）廿
優
勝
。
 

●

陸
上
▽
男
子
走
り
高
跳
び
A

廿

優
勝
（
倉
水
英
樹
選
手
）
▽
男

子
砲
丸
投
げ
c
廿
優
勝
（
安
田

信
昭
選
手
）
▽
女
子
砲
丸
投
げ

甘
優
勝
（
小
野
誘
子
選
手
）
。
 

●

水
泳
▽
女
子
二
百
メ
ー
ト
ル
、
 

メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
廿
優
勝
（
青

木
和
代
選
手
、川
崎
睦
子
選
手
、
 

横
山
佳
織
選
手
、
福
長
裕
香
選

手
）
▽
男
子
三
十
歳
以
上
、
五

十
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
廿
優
勝
（鈴

木
信
久
選
手
）
▽
女
子
三
十
歳

以
上
五
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

廿

優
勝
（
川
崎
睦
子
選
手
）
▽
女

子
三
十
歳
未
満
五
十
メ
ー
ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
廿
優
勝
（
福
長
裕

香
選
手
）
。
 

市旗を掲げ軽快な行進曲に合わせて入場 

川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
川

卜
九
川
山
市
町
村
対
抗
冴
森
県
民
体

育
大
会
」
が
八
川

d

一卜
七
日
、

二

十
八
日
の
両
日
、
中
l

市
を
ヒ
会
以

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
ト
ヒ
日
の
午
前
十
時
、
市
民

文
化
会
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

ハ
ハ
卜
七
市
町
村
の
選
子
、
役
一以
が

参
加
。
市
町
村
の
各
部
で
前
年
優

勝
し
た
弘
前
市
、
板
柳
町
、
六
ケ

所
村
を
先
頭
グ
ル
ー
プ
に
、
陸
上

れ
衛
隊
第
九
白
楽
隊
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
会
の
も
と
市
町
村
旗
を

船
げ
入
場
行
進
を
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
山
名
部
国
一
省
大
会
会

長

(代
説
、
消
雌
」
ハ
郎
県
体
育
協

会
副
会
長
)
が
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、

限
り
な
い
人
山
の
力
と
技
術
へ
の

市旗を掲げ軽快な行進曲に合わせて入場

「練習の成果を存分に」
北村県知事

「心から歓迎します」
佐々木市長

青
森
県
民
体
育
大
会
聞
か
れ
る

挑
戦
と
一言
わ
れ
て
い
ま
す
。
選
手

の
み
な
さ
ん
は
日
頃
線
開
内
し
た
成

果
を
遺
憾
な
く
発
問
押
さ
れ
、
郷
土

の
栄
誉
と
競
技
の
栄
光
を

U
指
し

頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ。
北
村
県
知
事
ら
大
会
役
員
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
佐
々
木
市
長

が
「
丘
所
川
原
に
お
い
で
の
み
な

さ
ん
、
丘
万
市
民
と
と
も
に
心
か‘ 「正々堂々と闘うことを誓います」

竹内公悦選手

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
郷
土
の
代

表
と
し
て
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に
徹

し
、
不
断
の
努
力
で
培
わ
れ
た
力

と
技
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
生
涯

の
思
い
出
と
し
て
残
る
満
足
の
ゆ

く
競
技
を
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、

参
加
省
相
互
の
友
情
を
深
め
て
く

だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
市
代
表
で
柔
道
競

技
に
出
場
の
竹
内
公
悦
選
手
が
、

参
加
選
手
役
員
約
八
千
人
を
代
表

し
、
力
強
く
選
手
宣
誓
、
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。

競
技
は
陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

相
撲
な
ど
卜
六
競
技
に
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
今
大
会
で
当
市
は
、

相
撲
で
五
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
っ

た
ほ
か
、
陸
上
で
倉
水
英
樹
選
手

が
走
り
高
跳
び
A
を
制
す
る
な
ど

各
種
目
に
健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、総
合
優
勝
は
、
市
の
部
は

弘
前
市
が
三
連
覇
、
町
の
部
は
板

柳
町
が
二
述
朝
、
村
の
部
は
六
ヶ

所
村
が
六
連
輔
の
栄
冠
に
輝
き
、

当
市
は
市
の
部
総
合
同
位
で
し
た
。

当
市
の
主
な
成
績

(優
勝
純
白

の
み
)
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
相
撲
H

優
勝

0

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(男
チ

)1
優
勝

0

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

(女
子

)1
優
勝

0

・
陸
上
マ
男
」
J

走
り
高
跳
び

A
H

優
勝

(倉
小
英
樹
選
手
)
マ
男

子
砲
丸
投
げ

c
l優
勝

(安
田

信
昭
選
手
)
マ
女
子
砲
丸
投
げ

l
優
勝

(小
野
誘
子
選
手
)
。

-
中
小
泳
マ
女
子
二
百
メ
ー
ト
ル
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ

l
l優
勝

(青

木
和
代
選
手
、

川
崎
睦
チ
選
手
、

横
山
佳
織
選
手
、
福
長
裕
香
選

手
)
マ
男
チ
三
卜
歳
以
上
、
五

ト
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
H

優
勝
(鈴

木
信
久
選
手
)
マ
女
子
三
十
歳

以
上
五
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
H
H

優
勝

(川
崎
睦
子
選
手
)
マ
女

チ
三
十
歳
未
満
五
十
メ
ー
ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
リ
優
勝

(福
長
裕

香
選
手
)。
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ナイスバッティングー三上由美子選手 

みごとな背面とび一倉水英樹選手 

豪快な押し出し一葛西孝彦選手 

~A 
川浪キャプテンのするどいスパイク 

I
ー
 

玉ぐしをささげる佐々木市長 

五
所
川
原
市
は
、
昭
和
二
十
九
 

市
役
所
正
面
に

掲
げ
ら
れ
た
「
祝
・

市
制
施
行
四
十

周
年

・
ふ
る
さ
と
交

流
圏
民
セ
ン
タ
ー
落
成
」
の
垂
幕
 
 

年
十
月
一
日
に
、
五
所
川
原
町
、
 

栄
村
、
中
川
村
、
長
橋
村
、
飯
詰

村
、
松
島
村
、
一
二
好
村の
七
町
村

が
合
併
、
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
 

西
北
津
軽
地
域
の
中
心
都
市
と
し

て
の
責
任
を
担
い
な
が
ら
年
毎
に

発
展
を
続
け
、
本
年
を
も
っ
て
四

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
 

各
種
記
念
事
業
・
行
事
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
詳細
に
つ
い

て
は
、広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
九
月
一

日
号
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
）
。
 
 

八
月
三
十
一
日
、
市
中
央
公
民

館
で
、
五
所
川
原
市
出
稼
ぎ
協
会
 

（
会長
、
佐
々
本
市
長
）
と
、
五
 

所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
懇
談
会
 

（会
長
、
新
谷
悦
男
七
和
農
協
組

合
長
）
主
催
の
 
「平
成
六
年
度
出

稼
ぎ
者
及
び
留
守
家
族
激
励
会
」
 

が
、
約
百
五
十
人
の
参
加
者
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

就
労
者
や
留
守
家
族
の
安
全
祈

願
と
来
賓
に
よ
る
激
励
の
こ
と
ば

に
続
き
、
歌
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
 

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
、
参
加
者

達
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

健康と安全に気をつけて 

出稼ぎ者及び 
留守家族激励会 

3 平成6年9月15日 

丘
斤
川
耳
打
立
、
行
口
二
-
L

I
A
r
-
b
r
l

H
J

一i
i
lノ

市
¥ 

流市市
圏制役
民施所
セ行正.
ン四面
タ十に
|周掲
落年げ
成・ら
」ふれ
のるた
垂さ「
幕と祝

プて
x、 豪快な押し出し 一葛西孝彦選手

年
ト
月

一
日
に、

丘
所
川
原
町
、

栄
村
、
中
川
村
、
長
崎
村
、
飯
山
前

村
、
松
品
村
、

二一
好
什
の
じ
町
村

が
合
併
、
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、

西
北
格
軽
地
域
の
中
心
部
市
と
し

て
の
責
任
を
担
い
な
が
ら
年
毎
に

発
出
を
続
け
、
本
年
を
も

っ
て
問

卜
同
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

各
同
記
念
事
業

・
行
事
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
(詳
細
に
つ
い

て
は
、広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
ん
月

一

日
号
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
可

川浪キャプテンのするどいスパイク健康と安全に気を つけて

出稼ぎ者及び
留守家族激励会

ナイスパッティング一三上由美子選手

八
H
二一
卜

一
日
、
市
中
央
公
民

館
で
、

E
所
川
原
市
山
保
ぎ
協
会

(会
長
、
佐
々
木
市
長
)
と、

五
長市木々佐るすささをしメ

¥玉

みごとな背面とび 一倉水英樹選手

所
川
原
市
政
業
協
同
組
合
懇
談
会

(会
長
、
新
谷
悦
男
ヒ
利
品
協
組

合
長
)
LE
催
の
「
予
成九
八
年
度
出

版
ぎ
行
及
び
留
守
家
族
激
励
会
」

が
、
約
百
丘
ト
人
の
参
加
布
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

就
労
お
や
留
守
家
族
の
安
全
折

l

願
と
来
賓
に
よ
る
激
励
の
こ
と
ば
川

に
続
き
、
歌
語
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

け

お
来
し
み
抽
選
会
な
ど
、
参
加
在

日山

連
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

t

し
ま
し
た
。
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号
諮
国
 

発

掘
体

験
学
習
 

今
回
の
発
掘
体
験
学
習
は
、
市

教
育
委
員
会
が
主
体
者
と
な
り
、
 

八
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

二
百
間
に
渡
っ
て
中
世
の
遺
物
な

ど
の
収
集
を
目
的
に
実
施
し
た
原

子
城
遺
跡
発
掘
調
査
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

発
掘
調
査
の
結
果
、
建
物
跡
の

柱
穴
、
中
世
の
越
前
焼
の
か
め
他

中
国
青
磁
の
破
片
な
ど
、
津
軽
地

方
の
中
世
解
明
の
手
が
か
り
と
な

る
資
料
が
多
数
出
土
し
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
 

八
月
十
九
日
、
市
内
原
子
字
山

元
の
原
子
城
遺
跡
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
、
遺
跡
に
親
し
み
歴
史

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
発
掘

の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
達
は
、
新
谷
雄
蔵
市
史

編
集
委
員
か
ら
、
 ス
コ
ッ
プ
に
よ

る
荒
掘
り
な
ど
の
手
法
の
指
導
を

受
け
、
慎
重
に
遺
構
の
掘
り
下
げ

作
業
を
行
い
、
出
土
し
た
縄
文
土

器
の
破
片
の
説
明
を
受
け
、
古
代

の
ロ
マ
ン
に
夢
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。
 

出土した土器の説明を受け 

r 古代の口マンに夢を馳せる参加者たち 

か
な
 
工

藤
 
仙
峯

垣
根
ご
し
端
居
の
二
人
駒
動
く
 

敦
賀
 
栢
村
 

よ
み
が
え
る
昭
和
一
け
た
甲
虫
 

工
藤
 
暁
村
 

子
等
た
か
り
虫
屋
の
篭
に
兜
虫
 

高
橋
 
鉄
輪
 

黒
光
り
鎧
の
如
し
甲
虫
 

犀
 
両
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

紫
陽
花
を
一
輪
か
ざり
友
去
り
ぬ
 

三
和
 
千
寄
 

タ
端
居
た
だ
腰
か
け
て
足
る
齢
 

対
馬
 
障
子
 

追
憶
は
少
年
の
日
の
兜
虫
 

大
屋
久
美
子
 

身
構
え
て
対
決
姿
勢
甲
虫
 

渋
谷
 
房
子
 

甲
虫
赤
い
糸
引
く
女
の
子
 

内
山
 
涛
村
 

浮
雲
や
親
子
に
狭
き
タ
端
居
 

小
野
 
雪
村
 

端
居
す
る
こ
と
も
老
い
た
る
日
課
 

駅 lポ 

坂
田
 
雑
人
 

っ
か
り
と
昼
顔
咲
き
て
美
女
の
 

三
和
 
重
村
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曾

意

の
花

か
ご
）
 

と
つ
も
あり
が
と
つ
」
ざ
い
ま
す
 

⑥
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
一戸
俊
男
代
表
）
廿
ケ
ヤ
キ
 

（
樹
古
型ハメ
ー
ト
ル
）
一
本
、
ケ
ヤ
キ

（
樹
高四
、
五
メ
ー
ト
ル
）
一
本
。
 

〇
岡
藤
吉
郎
（
中
山
捷
利
代
表
）
廿
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ー
式

（
水
の
妖精
を
 

ィ
メ
ー
ジ
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
タ
ワ
ー
ー
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
）
。
 

〇
青
森
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
西
北
五
支
部
青
年
部
（
松
山
繁
光
代
表
）

廿
 

ゴ
ミ
箱
二
基
。
 

＠
く
る
み
園
へ
 

〇
若
葉
四
町
内
住
民
連
絡
協
議
会
（
島
谷
丈
会
長
）
廿
袋
菓
子
五
十
個
。
 

〇
下
平
井
町
町
内
会
（
木
村
智
慧
雄
会
長
）
廿
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
。
 

〇
長
橋
日
赤
奉
仕
団
（
小
田
桐
ミ
ッ
ェ
代
表
）
廿
タ
ォ
ル
四
十
枚
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人
会
（
斉
藤
千
恵
子
会
長
）
廿
五
万
円
。
 

〇
岡
田
常
美
さ
ん
（
沖
飯
詰
字
帯
刀

一
二
六
ノ
八
）
廿
二
十
万
円
。
 

〇
開
中
三
五
所
川
原
店
廿
傘
他
六
十
八
点
。
 

〇
西
北
中
央
病
院
同
心
会
厚
生
部
（
松
本
健
一
代
表
）
廿
一
万
八
千
六
百
 

四
十
一
円
。
 

〇
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
生
徒
会
（
今
秀
貴
会
長
）
廿
五
千
円
。
 

〇
阿
部
悦
子
さ
ん
（
み
ど
り
町
一
丁
目
二
）
廿
車
椅
子
一
台
。
 

〇
高
満
銭
夫
さ
ん
（
川
端
町
九
二
）
廿
冷
蔵
庫
一
台
、
ソ
フ
ァ
ー
ー
式
。
 

〇
七
和
農
業
協
同
組
合
（
新
谷
悦
男
代
表
）
廿
三
万
円
。
 

訂
正
・
九
月
一
日
号
六
頁
の
 
「善
意
の
花
か
ご
」
中
、
公
明
党
五
所
川
原
支

部

（
平
山秀
直
代
表
）
を
ア
ッ
プ
ル
会

（
乗田
恵
治
代
表
）
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。
 

,
 

八
川
卜
九
日
、
市
内
原
子
下
山

ぺ
の
原
子
城
遺
跡
で
、

市
民
の
み

な
さ
ん
に
、
追
跡
に
親
し
み
雌
山人

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
先
制

の
体
験
予
刊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
弁
連
は
、
新
行
雄
戯
市
巾
人

編
集
委

H
か
ら
、

ス
コ

y

フ
に
よ

る
荒
削
り
な
ど
の
子
法
の
指
導
を

受
け
、
山
市
一
に
遺
構
の
制
り
ド
げ

作
業
を
行
い
、
山
上
し
た
純
文
ヒ

侍
の
岐
片
の
説
明
を
受
け
、
山
代

の
ロ
マ
ン
に
バ
タ
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。

古
川

wg
発
掘
体
験
学
習

A
7
凶
の
発
掘
体
験
学
問
は
、
市

教
育
委
以
会
が

E
体
告
と
な
り
、

八
川
卜
八
U
か
ら
二
卜
H
ま
で
の

二
日
間
に
渡
っ
て
中
川
の
造
物
な

ど
の
収
集
を

H
的
に
実
施
し
た
原

子
城
遺
跡
発
掘
調
査
の

一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

先
制
調
査
の
結
果
、
建
物
跡
の

住
ん
八
、
小
世
の
越
前
焼
の
か
め
他

小
国邑
川
磁
の
破
片
な
ど
、

法
蛙
地

ド々
の
小
世
解
明
の
予
が
か
り
と
な

る
資
料
が
多
数
山
上
し
、
大
き
な

成
果
を
k
げ
ま
し
た
。

出土した土器の説明を受け

古代のロマンに夢を馳せる参加者たち

善
意
の
花
か
ご

ー

と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

@
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ

O
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
一
戸
俊
男
代
点

)
H
ケ
ヤ
キ

(樹
『
巴
ハ
メ
ー
ト
ル
)一

本
、
ケ
ヤ
キ

(樹
高
四
、
五
メ
ー
ト
ル
)一

本
。

0
附
藤
吉
郎

(中
山
捷
利
代
表

)
H
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

一
式

(中
小
の
妖
村
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
タ
ワ
l

-
-HM
さ
二
一メ
ー
ト
ル)。

O
青
森
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
西
北
五
支
部
青
年
部

(松
山
繁
光
代
表

)
H

ゴ
ミ
箱

a

一法
。

@
く
る
み
園
へ

O
若
葉
四
町
内
住
民
連
絡
協
議
会

(品
谷
丈
会
長

)
1
袋
菓
子
瓦
卜
個
。

O
下
平
井
町
町
内
会

(木
村
刊
想
推
会
長

)
H
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
ニ
箱
。

O
長
橋
日
赤
奉
仕
団

(小
凶
桐
ミ
ツ
エ
代
表
)

H
H

タ
オ
ル
問
卜
枚
。

@
社
会
福
祉

へ

O
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

(斉
雌
千
恵
子
会
長

)
H
丘
万
円
。

O
岡
田
常
美
さ
ん

(沖
飯
討
字
帯
刀

二
一
六
ノ
八
)

H
H

二
卜
万
円
。

O
M判
中
三
五
所
川
原
庖
リ
傘
他
六
卜
八
点
。

O
西
北
中
央
病
院
同
心
会
厚
生
部

(松
本
健

一
代
表

)
H
一
万
八
千
六
斤

問
ト

一
円
。

O
県
立
五
所
川
原
高
等
学
校
生
徒
会

(
A
7
秀
賞
会
長

)
U
丘
千
円
。

O
阿
部
悦
子
さ
ん

(
み
ど
り
町

一
「
日
一一

)
l
卓
附
子

一
台
。

O
高
満
鎮
夫
さ
ん

(川
端
町
九
二
)

H
H
冷
蔵
庫

一
台、

ソ
フ
ァ

ー

一
式
。

O
七
和
農
業
協
同
組
合

(新
谷
悦
男
代
表

)
H
三
万
円
。

訂
正
・

九
月

一
日
号
六
頁
の
「
善
立
の
花
か
ご
」
中
、
公
明
党
五
所
川
原
支

部

(市
「
山
秀
直
代
表
)
を
ア
ッ
プ
ル
会

(乗
田
忠
治
代
表
)
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

直旬

圃

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

紫
陽
花
を

一
一
怖
か
ざ
り
友
去
り
ぬ

三
和

千

ぽ

タ
端
居
た
だ
腰
か
け
て
足
る
齢

ι
j
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'文
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追
憶
は
少
年
の
け
の
兜
虫

大
口
地
久
美
子

身
構
え
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決
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勢
巾
虫

渋
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川
叩
虫
赤
い
糸
川
く
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み
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虫
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村

ιJ等
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か
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虫
屋
の
篭
に
兜
虫

高

橋
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輸

出
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り
鎧
の
如
し
甲
虫坂

田

雑

人

ぽ
っ
か
り
と
昼
顔
咲
き
て
美
次
の

駅

二一
相

宝

村
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夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
は
じ
め
、
サ
マ

ー
キ
ャ

ン
プ
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
、
 「虫
お
く
り
と
 

火
ま
つ
り
」
 
へ
の
参加
、
秋
の
遠
足
、
雪
祭
り
な
ど

年
間
を
通
し
て
楽
し
い
集
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、会
員
が
サ
ン
タ
と
ト

ナ
カ
イ
に
ふ
ん
し
、
そ
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
っ
ぱ
 

一・・ 	血 

サマーキャンプでの楽しい思い出 

い
積
ん
で
子
供
達
の
家
を
訪
問
、
突
然
の
こ
と
に
子

供
達
は
大
喜
び
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
他
に
、
花
火
大
会
e
翌
日
、
河
川
敷
の

清
掃
奉
仕
や
、
古
新
聞
や
空
き
瓶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

「子
供
会
の
行
事
を
通
し
て
、
子
供
達
に
思
い
出

づ
く
り
を
ー
、
私
自
身
の
思
い
出
づ
く
り
を
ー
、
楽

し
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。
特
に
ク
リ
ス
マ
ス

訪
問
は
一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
J
と
育
成
会
代
表

の
小
林
正
男
さ
ん
。
 

子
ど
も
時
代
の
い
い
思
い
出
は
、
生
涯
忘
れ
ま
せ

ん
か
ら
ね
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
c
 

サンタが突然うちにやってきた 

「楽
し

い
思
い
出
づ
く
り
を
」
 

小
曲
地
区

・
沼
田
町
子
供
会
育
成
会
 

ハ
マ
ユ
ウ
は
、
暖
か
い
地
方
の
海
岸
に
群
生
す
る
、
常
緑
多
年
草

で
す
が
、
二
十
年
前
、
友
人
か
ら
苗
を
い
た
だ
き
、鉢
植
え
に
し
て
、
 

陽
の
当
た
る
窓
辺
に
置
い
て
二
十
年
、
や
っ
と
今
年
の
六
月
二
十
九

日
、
は
じ
め
て
白
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
玄
関
前
に
置
い

た
こ
の
花
に
、
道
行
く
人
は
足
を
止
め
、
歓
声
を
あ
げ
、
カ
メ
ラ
に

収
め
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
 

ー
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
茎
や
葉
に
、
白
く
輝
く
花
は
、
ま
る
で
蒼

い
海
原
に
立
つ
女
性
の
姿
の
よ
う
で
す
ね
。
う
れ
し
い
で
す
。
よ
く

ぞ
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ハマコーウ 

鷹
）u
 
マ
ユ
ウ
」
 

マ
オ
モ
ト

）
 

QN 
藤田さちさん 

（雛田） 
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ハ
マ
ユ
ウ
は
、
岐
か
い
地
方
の
海
岸
に
群
生
す
る
、
川
品
川
林
多
作
平

で
す
が
、

4
fト
l

午
前
、

友
人
か
ら
川
を
い
た
だ
き
、
鉢
柏
え
に
し
で
、

陽
の
当
た
る
窓
辺
に
円
い
て

A

a

卜
午
、
や
っ
と
今
年
の
いハ
川

A

・卜
九

日、

は
じ
め
て
れ
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
玄
関
前
に
円
い

た
こ
の
花
に
、
道
行
く
人
は
足
を
止
め
、
歓
声
を
あ
げ
、
カ
メ
ラ
に

収
め
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

.
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
芸
や
必
に
、
什
く
削
く
花
は
、
ま
る
で
蒼

い
海
原
に
立
つ
女
性
の
安
の
よ
う
で
す
ね
。
う
れ
し
い
で
す
。
よ
く

ぞ
咲
い

て
く
れ
ま
し
た
。

-W

「
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
を
」
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と
に
チ

ア
ド
・

1
・
7
し

U

-J

0

・

1i
j
、
wz-d刈
ナ
J

一
説
の
悌
幻
一
一崎

山J

r

r

k
r川
j
j
lい
を

供

達
は
大
喜
び
、
楽
し
い
思
い
山
づ
く
り
と
な
り
ま
…

「

J
I
--
l
uハ
ハ
ハ

ハ

川

凪

引

し
た
。
こ
の
他
に
花
火
大
会
の
迎
日
、
河
川
敷
の

一

圃

聞

に

ら

』

圃

・
・

・

や

泊
料
奉
仕
や、

卜内
新
聞
や
ま
瓶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

↑

・

・

E

，，..... 凱
ル
活
動
を
柏
倒
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

EFUEElliι
圃
・

・

・

・

う

「子
供
会
の
行
引
を
通
し
て
、
f
供
述
に
思
い
出

¥

J
一一一

-v
j
i川
川
川
J
J
矧

♂
つ
く
り
を
l
、
私
自
身
の
思
い
出
づ
く
り
を
l
、
楽
…

直
曙
川

t
i北
晴

温

温

・

・

置

が

し
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
…

F
1
5
1
1
11
h
f』
イ

訪

問

は
-
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
て
育
成
会
代
表
…

・・Juri
s
叫

m
'
J
fん

の
小
林
正
引
さ
ん
。

…

・
・
聞

/f

dぷ
伊

一

子
ど
も
時
代
の
い
い
思
い
山
は
、
生
涯
忘
れ
ま
せ

・
・
・
圃
園
田
園
田

E
E
E
E邑

'h圃
・
・

ん
か
ら
ね
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
c

「
ハ
マ
ユ
ウ
」

(
ハ
マ
オ
モ
ト
)

藤田さちさん
(雛田)

ハマユウ
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説明を聞く 
企業の方々 

講師の 
日立東部セミコンダクタ開

木下 健氏 

'I 

恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
快
適
で
住
み
よ

い
高
度
な
都
市
機
能
を
持
つ
若
者
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

い
る
当
市
は
、
工
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
九
月
一
日
、
東
京
平
河

町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
で
、
関
東
・
関
西
の
企
業
七
十社
の
参
加
を
得

て
、
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
へ
の
、
企
業
立
地
の
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
 

高
校
は
、
西
北
五
管
内
十
三
校

で
、
毎
年
、
千
五
百
人
程
の
就
職

者
が
い
ま
す
。
 

ニ
、
豊
富
な
工
業
用
水
 

一
日
、
九
千
三
百
ト
ン
の
工
業

用
水
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
将
来

の
た
め
、
更
に
、
 一
日
、
 一
万
五

千
ト
ン
の
水
を
、
津
軽
ダ
ム
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

製
品
輸
送
に
津
軽
自
動
車
道

を
ー
。
 

平
成
三
年
着
工
で
、
平
成
九
年

完
成
予
定
で
す
。
青
森
市
へ
の
所

要
時
間
は
、
今
ま
で
よ
り
、
三
十

分
短
縮
と
な
り
ま
す
。
 

立
地
条
件
に
優
遇
措
置
 

県
と
市
と
で
、
地
価
、
税
金
な
 

ど
、
各
種
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

企
業
と
市
民
の
つ
ど
い
 

「牧
場
収
穫
ま
つ
り
」
な
ど
、
 

美
し
い
自
然
の
中
で
、
企
業
の
家

族
達
と
市
民
み
ん
な
で
グ
ル
メ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

ひ
き
続
き
、
小
枝
甚
文
青
森
県

東
京
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
と
、
 

市
経
済
部
商
工
振
興
課
、
須
藤
課
 

長
の
 
「青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ

テ
ク
工
業
団
地
漆
川
」
 
の概
要
説

明
が
あ
り
、
更
に
、
日
立
東
部
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
岡
取
締
役
総
務
部

長
の
木
下
健
氏
に
よ
る
 
「五
所
川

原
へ
進
出
し
て
思
う
こ
と
」
と
題

し
た
講
演
へ
と
移
り
ま
し
た
。
 

木
下
氏
は
、
 「昭
和
四
十
九
年

五
所
川
原
で
操
業
を
開
始
し
て
以

来
、
美
し
い
自
然
と
、
お
い
し
い

食
べ
も
の
と
、
人
々
の
人
情
に
感

動
し
て
い
ま
す
。
」
 
と
話
し
、最

近
知
っ
た
山
菜
と
り
の
た
の
し
さ

や
、
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
へ
の

参
加
な
ど
、
日
々
、
心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
が
、
仕

事
の
能
率
ァ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
 

年
々
、
良
い
成
績
を
あ
げ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
、
と
の
楽
し
い
お

話
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
湧
き
ま
し
た
。
 

企
業
側
は
、
 「参
加
し
て
よ
か

っ
た
。
豊
富
な
水
や
、
き
れ
い
な

空
気
な
ど
、
大
き
な
魅
力
で
す
。
 

一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

,
 「

一
 
鵬
一
攻
白
」
 

I
!
！
ロ
ま
】
己
一
．
】
 

「
ニ
ュ

ー
盛
会
」
 

会
員
募
集
 

明
る
い
雰
囲
気
で
 

楽
し
く
勉
強
し

ま
し
ょ

う
 

練
習
日
 
毎
週
木
曜
日
 

午
後
七
時
ー
九
時

場
 
所
 
中
央
公
民
館
一
階
和
室

※
老
若
男
女
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
 

又
、
見
学
し
た
い
方
も
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。
 

間
い
合
わ
せ
 
「
ニ
ュ
ー
盛
会
」
 

長
尾
武
一
 
廿
⑩
』

三
モ

ー
 

佐
々
木
市
長
は
、
市
の
姿
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特
に

次
の
点
を
強
調
し
ま
し
た
。
 

一
、
優
秀
な
実
践
技
術
者
と
労
働

力
の
確
保
 

東
京
で
台
潟

宮
 

東
北
で
二
校
し
か
な
い
、
二
年

制
の
工
科
大
学
「
青
森
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
」
 
では
、
優
秀

な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
、
世
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
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恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
快
適
で
住
み
よ

い
高
度
な
都
市
機
能
を
持
つ
若
者
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

い
る
当
市
は
、
工
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
九
月
一
目
、
東
京
平
河

町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
で
、
関
東
・
関
西
の
企
業
七
十
社
の
参
加
を
得

て
、
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
へ
の
、
企
業
立
地
の
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
、
市
の
姿
を
用

僻
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
特
に

次
の
点
を
強
調
し
ま
し
た
。

一
、
優
秀
な
実
践
技
術
者
と
労
働

力
の
確
保

東
北
で
二
校
し
か
な
い
、

二
年

制
の
工
科
大
学
「
青
森
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
」
で
は
、
優
秀

な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
、
世
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

・・・・司
，

講師の
目立東部セミコンダクタ(掛

木下健氏

高
校
は
、
西
北
丘
管
内
卜
三
校

で
、
毎
年
、
千
五
百
人
程
の
就
職

省
が
い
ま
す
。

二
、
豊
富
な
工
業
用
水

一
口
、
九
千
三
百
ト
ン
の
工
業

用
水
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
将
来

の
た
め
、
史
に
、

一
日
、

一
万
五

千
ト
ン
の
ぷ
を
、
津
軽
ダ
ム
に
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
、
製
品
輸
送
に
津
軽
自
動
車
道

を

|

。

J

「
成
三
年
省
工
で
、

J

「
成
九
年

完
成
予
定
で
す
。
包H
森
市
へ
の
所

要
時
間
は
、
今
ま
で
よ
り
、

二一
卜

分
短
縮
と
な
り
ま
す
。

四
、
立
地
条
件
に
優
遇
措
置

県
と
い
巾
と
で
、
地
価
、
税
金
な

ど
、
各
時
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

五
、
企
業
と
市
民
の
つ
ど
い

「牧
場
収
磁
ま

つ
り
」
な
ど
、

美
し
い
自
然
の
中
で
、
企
業
の
家

族
達
と
市
民
み
ん
な
で
グ
ル
メ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ひ
き
続
き
、
小
伎
甚
文
包
円
森
県

東
京
ぃ
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
と
、

市
経
済
部
商
工
振
興
課
、
須
藤
諜

長
の
「
占
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ

テ
ク
工
業
団
地
漆
川
」
の
概
要
説

明
が
あ
り
、
更
に
、
目
立
東
部
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
側
取
締
役
総
務
部

長
の
木
下
健
氏
に
よ
る
「
五
所
川

原
へ
進
山
し
で
思
う
こ
と
」
と
題

し
た
講
演
へ
と
移
り
ま
し
た
。

木
下
氏
は
、
「
昭
和
四
卜
九
年

丘
所
川
原
で
操
業
を
開
始
し
て
以

来
、
美
し
い
自
然
と
、
お
い
し
い

食
べ
も
の
と
、
人
々
の
人
情
に
感

動
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
、
円
以

近
知

っ
た
山
菜
と
り
の
た
の
し
さ

や
、
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
へ
の

参
加
な
ど
、
日
々
、
心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
が
、
仕

官
の
能
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

年
々
、
良
い
成
績
を
あ
げ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
、
と
の
楽
し
い
お

話
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
予

が
鴻
き
ま
し
た
。

企
業
側
は
、

「参
加
し
て
よ
か

っ
た
。
豊
富
な
水
や
、
き
れ
い
な

空
気
な
ど
、
大
き
な
魅
力
で
す
。

一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

民
謡
教
室

「ニュ
l
盛
会
」

会
員
募
集

明
る
い
雰
囲
気
で

楽
し
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う

毎
週
木
山
明
日

午
後
ヒ
時

1
九
時

場

所

中

央
公
民
館

一
階
和
室

※
老
若
男
交
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。

又
、
見
日
下
し
た
い
方
も
お
気
慨

に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

長
尾
武

一

練
習
日

「
ニ
ュ

l
盛
会
」

宮
(⑪

二
三
一ヒ

一
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「
「
 

で
人
 

「
嚇
 

轟
 
叱
五
 

心
見
 

」
」人
キ
」
 

」
よ
九
 

に
の

ん
ん

さ
や
 

認
 

一
警
保
育講
習
会
」
 
」

鵬

露
 
十
六名
に
修
了
証
を
授
与
一
 

鶏
ー
・
．
‘

；
ー

ー
，
 
i
ー
 

“
『
・
」
 

平
成
四
年
六
月
よ
り
、
野
里
小
学
校
と
松
野
木小
学
校
の
統
合
校

と
し
て
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
、
市
立
長
橋
小
学
校
が
完
成
し
、
 

九
月
三
日
、
工
事
関
係
者
及
び
、来
賓
、
児
童
ら
が
参
列
し
て
落
成

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
 

ト
造
り
二
階
建
て
で
、
最
新
の
施

設
、
設
備
を
誇
る
、
明
る
く
夢
の

あ
る
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「
こ
の
新
築
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
旧
両
校
が
築

き
上
げ
て
き
た
輝
か
し
い
校
風
と

伝
統
の
も
と
に
、
一
干
一
世
紀
に

羽
ば
た
く
素
晴
ら
し
い
人
材
が
育

つ
こ
と
と
確
信
し
ま
す
」
 
と声
い

さ
つ
。
 

全
校
児
童
百
六
十
四
名
代
表
の

石
岡
静
舞
さ
ん

（
六年
生
）
は
、
 

「広
く
て
、
き
れ
い
な
学
校
で
、
 

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
仲
よ
く
、
 

伸
び
伸
び
と
、
勉
強
に
、
ス
ポ

ー
 

ツ
に
思
い
き
り
が
ん
ば
り
ま
す
」
 

と
、
力
強
い
、
よ
ろ
こ
び
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

石岡智笑さん 

八
月
二
十
一
百
か
ら
二
十
六
日

ま
で
の
五
日
間
、
働
く
婦
人
の
家

で
行
わ
れ
た
保
育
講
習
会
で
は
、
 

十
七
歳
か
ら
六
十
三
歳
ま
で
、
一
一

十
五
名
の
受
講
者
中
、
全
課
程
の

二
十
時
間
を
受
講
し
た
十
六
名
に
、
 

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
0
 

東
北
女
子
短
期
大
学
の
助
教
授

や
講
師
、
西
北
中
央
病
院
小
児
科

の
医
師
等
を
講
師
陣
に
迎
え
て
の

こ
の
講
習
会
は
、
女
性
の
就
労
支

援
事
業
の
ー
つ
と
し
て
（
財
）
婦

人
少
年
協
会
と
、
働
く
婦
人
の
家

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
近
年
、
 
 

働
く
女
性
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
 

需
要
が
多
く
な
っ
て
い
る
 
「ベ
ビ
 

ー
シ
ッ
タ

ー
」
 
（
自
分の
家
、
又

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
居
る
家
で
、
赤

ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見
る
人
）
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
接
す
る
時
の
心

構
え
ゃ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
安
全
等
に

つ
い
て
学
ん
だ
も
の
で
す
。
 

最
年
少
で
参
加
し
た
高
校
生
は
 

「進
路
を
選
ぶ
た
め
、
こ
の
講
習

会
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
人
の

生
涯
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
の

育
ち
方
が
、
ど
れ
程
大
事
な
も
の

か
を
知
り
ま
し
た
。
受
講
し
て
よ

か
っ
た
で
す
」
 
と
う
れ
しそ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

一
 
市立
長
橋
小
学
校
ー
 

舞
 
校

十
r

舎
新

築

落

成
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平
成
四
年
六
月
よ
り
、
野
里
小
学
校
と
松
野
木
小
学
校
の
統
合
校

と
し
て
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
、
市
立
長
橋
小
学
校
が
完
成
し
、

九
月
三
目
、
工
事
関
係
者
及
び
、
来
賓
、
児
童
ら
が
参
列
し
て
落
成

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

'(1 
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新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
で
、
最
新
の
施

設
、
設
備
を
誇
る
、
明
る
く
夢
の

あ
る
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
。

佐
々
木
市
長
は
、
「
こ
の
新
築
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
旧
両
校
が
築

き
上
げ
て
き
た
輝
か
し
い
校
風
と

伝
統
の
も
と
に
、

二
卜

一
世
紀
に

羽
ば
た
く
素
晴
ら
し
い
人
材
が
育

つ
こ
と
と
確
信
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

全
校
児
童
百
六
卜
四
名
代
表
の

ち

え
み

石
岡
智
笑
さ
ん

(六
年
生
)
は、

「
広
く
て
、
き
れ
い
な
学
校
で
、

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
仲
よ
く
、

伸
び
伸
び
と
、
勉
強
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
思
い
き
り
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
、
力
強
い
、
よ
ろ
こ
び
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

石岡智笑さん

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六

H

ま
で
の
五
円
問
、
働
く
婦
人
の
家

で
行
わ
れ
た
保
育
講
習
会
で
は
、

卜
七
歳
か
ら
六
卜
三
歳
ま
で
、

二

十
五
名
の
受
講
省
中
、
全
課
程
の

一一
卜
時
間
を
受
講
し
た
卜
」
ハ
名
に
、

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
女
子
短
期
大
学
の
助
教
段

や
講
師
、
西
北
中
央
病
院
小
児
科

の
医
師
等
を
講
師
陣
に
迎
え
て
の

こ
の
講
習
会
は
、
火
性
の
就
労
支

援
事
業
の

一
つ
と
し
て
(
財
)
財

人
少
年
協
会
と
、
働
く
婦
人
の
家

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
近
年
、



平成 3 年 1 月スタートした、国際ボラ

ンティア貯金の輪が 7 )12711をもって、 

雲汁目でL500万人に到達いたしましたU 

皆さま方の「釧I祭貢南犬に対するご丁里解の賜

に対し,らカ、らl惑詞れI」し」 げ、ます二 

'Jは糸売き、皆さま方(1川愛カ、し、善意を才S 

科」戸ちいております。 

五所川原郵便局貝宇金課 
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9月はがん征圧月間です。 
ちょっとした心がけで 

がんを予防できますグ

当市のがん死亡は、部位： 

別にみると胃がんによる死

亡が高く、 次いで肺がん、 

大腸がんとなっています。 

特に男性の胃がん、女性の

大腸がんが目立ち、男f生の

肺がんは増え続けるイ頃向に

あり油断はできません。 

年齢別にみると、60歳代の方が多く、 

50歳代から急土曽し、 30歳から64歳まて三の

働き盛りの死亡が 3害寸を占とかています。 

がんの部位別 
死亡割合 	日具 

田 

月 

'7.9%) 

乳房（4.7%) 

勝 3Lレ（曳I 
(6.6%) 

(6.6%） 	腸 

肝（0嵐 9%) 易 食道 ‘薪篇） 
がん予防は、食事は種類を豊富に．/  

塩分・脂肪は控えめに ,/  

緑黄色野菜を十分に／ 

j酉は飲みすぎない．/ 

たばこは吸わない．/ 

そして、40歳を過ぎたら積極的に検診を 

受けましょう。 

男 
(54.7 

O ) 

子宮 
(1.9% 

(5. ） 	肝 

%) 

ン日時 9月23日（金）秋分の日 10時～15時

ン場所 木造町松原広場（馬市広場） 

〇ペッ ト健康相談コーナー 〇犬のしつけ方コ 

ーナー 〇動物ふれあい・里親コーナー 〇乗

場コーナー 〇愛犬猫供養祭（木造町斎場内の

愛犬猫墓石前で /F前 9時30分より行います） 

※すべて無斗sFですので気軽にお越しください。 

主催 西北五獣医師会 胃42 - 5105 

協賛 西北五動物愛護友の会 胃42 - 2415 

五所川原保健所・鯵ケ沢保健所 

動物ふれあい ，‘ 

フェスティバル’94 毒 

「青森県生き生き健康県民運動 
ロ一 りんごの花びら5つの実践 

9月は “生き生き健康づく り月間” です。 

栄養と運動と休養のバランスをとって、 りん

ごの花びら 5つの実践を日常生活の中で取り入

れてみましょう。 

具体的なことは、保健環境課、保健婦までお

問い合わせください。 

1つの花びら 海の幸・山の幸でバランスのと

れた、 うす味の食生活を実践しよう。 

2つの花びら 自然に親しみ、適度な運動で心

身にやすらぎをあたえよう。 

3つの花びら 家族ぐるみ、地域ぐるみで、す一

すんで健診を受けよう。 

一 4つの花びら 相談て三きる家庭医をもち、早期

て に健康回復を図ろう。 

5つの花びら 健やかに長生きし、助けあって、 

生きがいのある地域づく りをしよう。 

秋の全国交通安全運動 
一一廿口目目 ／平成 6年 9 月21日困から＼ ーーー 
実施期間＜素二二二二＝黒二認二二〉 11)日間
一”じニフv」IFコ」＼平成 6年 9 月30日岡まで／ I、ノー I一」 

運動の重点①高齢者の交通事故防止 

@）シートベルトの着用の徹底 

期間スローガン 

＊その一瞬 ベルトは大きな 命 綱＊ 

＊止まるはず 老いの甘えが 事召く事故＊ 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 )II 原 警 察 署 

西北五民俗芸能発表会 
西北五地方の民謡・歌謡・踊りをお楽し

みく ださい。 

日時と場所・9月1]日（土）午後12時30分～ 3日寺

ふるさと投り充圏民センター（小ホール） 

・9 月18日（日）午前11時～午後 3日寺 

ふるさと交I荒圏民センター（大ホーノレ） 

入場料 無 半斗 

問い合わせ 長尾ii」こ 客35 - 3371 

平成 6年9月15日 8 

「青森県生き生き健康県民運動「
L一一 りんごの花びら5つの実践__j

9Jlは“生き生き健j返っくり月 nn"です。

栄養と運動と休 養のバランスをとって、 りん

ごの花びら 5つの実践を n'?ii;・生活の'1'で取り入

れてみましょう。

共体的なことは、保健蹴境謀、イ公他払11までお

問u、合わせください。

1つ の花びら 海の幸・iJlの幸でバランスのと

れた、うす味の食生活を実践しよう。

2つの花びら 向然に親しみ、適度な起動で心

身にやすらぎをあたえよう。

3つの花びら 家族ぐるみ、 地域ぐるみで、す

すん で健 診を受けよう。

4つの花びら 相談できる家庭医をもち、以J.t!J

に他康Inl彼を図ろう 。

5つの花びら 健 やかに長生きし、 ll)Jけあって、

引きがいのある地域づく りをしよう 。

E夜宮間扇~主要霊歪~
/平成 6年9月21日(村から¥

実施期間 <~/; ~:: ~ I~~~~:~:~. > 
¥平成 6年 9月30自国まで/

運動の重点①高齢者の交辿~J;:改防JI -_

②シー トベノレトの計用の徹底

期間スローガン

*その一瞬ベノレ トは大き な 命 綱*

*止ま るはず老いのif-えが如く 'F故*

五所川 原市交通安全対策協議会

五所 川 原警察署

西北五民俗芸能発表会
西北五地方の民 謡・歌謡・踊りをお楽し

みください。

日時と場所・ 9 月 17 日 (土門二後 12/時 30分~3 時

ふるさと交流圏民センター(小ホーノレ)

• 9 月 18 日 ( 日 〉午前1111!j' ~LI 二後 311<')'

ふるさと交流|巷l民 センター(大ホーノレ)

入場料 無料

問い 合わせ 長尼武 一 宮 35-3371 

5f-成 3斗c1 )Jスタートした、 国際ボラ

ンティア貯金の輸が 7JJ 2711をも って、

全 I-'ijでし 500万 人に到述いたしました。

押さま方のI]ij際民献におjするご理解の脳

に)<~J し J L.'、から感謝"，し」げます。

づ|き続き、持さまノIの暖かレ、1'1手芯ーをお

待 ちしております。

五所川原郵便局貯金課

笹232師国区切l'~~1苗r=a
ち ょ っ と し た 心 が け で

がんを日坊できますグ

リirli 0)カ主人ノ者ビ亡二は:、持1Iイ心:

刃'Jにみムると円がんに よるヲビ

Lが 向 く 、 次 い で 川iがん、

大腸がんとな っています。

特 に:')J性 の 円がん、久性の

人ー月坊がんが 日立ち、タJ性の

肺 がんはJ:杓えあどける傾I('jに

あり が|断はできません。

年齢刀'Jにみると、 60歳代のブjが多く、

50歳代からえ;:}，j:I，Y，'し、 30歳から64歳までの

働 き盛りの死亡が 3押lを占めています。

(6 6%) 

(6;，f"'-腸
%) 

肝
/ 

(平成 5il二

五日r)11似di)

がん予防は、食事は種類を豊富に /

塩 分 ・ 脂 肪 は 控 え め に /

緑黄色野菜を十分に/

酒 は 飲 み す ぎ な い /

た I;:fこはq及オつない/

そして、 40歳 を 過 ぎ た ら 梢 倒 的 に 検 診 を

受けましょう。

動物ふれあい
フェスティバ}~'94

fd10 
f宇 }
'¥_ -<-ノ

感〆9
仁>日時 9) J 2311 (イ松)秩分の 11 10/1 ，')ニ~ 1 5 1 1.')

P場所 木造IUf松川(広場(馬dfJ.ムー場)

oベ ッ ト仙)，J叫11談コーナー 0 犬のしっけんーコ

ーナー 0動物ふれあい・ 'I!_組 コーナー 0釆

場 コーナー o愛犬術供必然(木造川斎場内の

愛犬術品イ，-，iijで'!r-，iIj9叫 30分より行います)

※すべて無料ですのでふL軽にお越し ください。

主催 内北7工:判長nlli会 宮 42-5105 

協賛 同北五動物愛護次;の会 宮 42-2415 

l五月斤)11 );jlイ呆似m?・1鯵ヶ V'(イ米仏frJI

斗ιl点6判9片1511 8 



第9回「鈴虫列車」俳句募集 

親子で“トライ”門 
親子が一緒に交通Il」」題にトライ、考えるイベ

ントが開かれます。 

ン参加者 親（免許所持者）子供（小学生） 

親子を一組として50組（先着順） 

）内容 親は自動車、子供は自転車による実地

試験。！学科試験は親子共通問題。実地と学科

の合計点で、上イ立者を表彰し、豪華賞品を贈

呈、参加者全員に参加賞をプレゼントします。 

＞日時 9月23日 （祭日）午後 1日寺 

D場所 五所川原中央自動車学校 

レ申し込み 五所川原警察署（雪35 - 2141）及び

各駐イE所、市役所総合サービス課（内線282) 

青森放送五所”~原支局 (容35 - 1382) 

「かんぽ融資施設見学会」露羅翼翻 

	  参加者募集」 
郵政省では、加入者のみなさまからお預かり

した保険料は、保険金としてお支払いするまで

に、郵政省が責任をもって確実・有禾l」な方法で、 

かつ、公共の利益になるよう運用いたしており

ます。 

五所川原市でも、学校・道路・公営住宅等に

活かされています。五所川原郵便局では、地域

のみなさまに、 これらの施設を見学していただ

く 「かんぽ融資施設見学会」 を行います。 

ン日時 平成6年9月20日（火）午前 9 : 30 

五所川原市民文化会館前出発（バスにて） 

レ見学会コース 

（予定）富士見Elは也・菊ケ丘公園・旧平山家 

・五所川原小学校・三好中学校 

＞申し込み先 

五所川原郵便局 保険課（胃34 - 3203） まで 

定員25名になりi欠第、締め切らせていただき 

ます。 

津軽鉄道では、 9 月 l11から10月中旬まで鈴

虫列車を運転しております。 

これを記念して、俳句を募集中です。 

課題 「鈴虫列車」または「鈴虫汽車し 

(1人 3句まで はがきを使用してください） 

締め切り日 10月10日（月） 当日消印有効

賞 最高得点者に津軽鉄道社長賞を贈呈します。 

宛先 〒037 五所川原市大町39 

津軽鉄道（株）内 俳句ィ系 ”34 - 2148 
〇鈴虫列車・特集号（10月末発行予定）をご希望

の方は、ご投句の際郵便切手300円分をお送り

ください。小学校生徒のご投句も歓迎します。 

第 5回 

「ごしょがわら牧場、収穫グルメまつり」 
レ日時 ・杓戎6 弁-9月23日（金）秋分の日 

開会式】 Lf:前10時 

＞会場 市営毘沙門牧場広場、新農業センター 

〈イベント〉 

0とうもろこしグルメ 

ゆで、焼きとうもろこしの試食。 

〇五所川原牛焼肉グルメ 

牛肉 300g 、野菜のセットで1,000円て二ーす。 

炭火焼の用意をしております。 

〇にじますのつかみどり 

受イ寸 午前11時～ 先着200名まで 

午前11時30分、午後 1時30分の 2回 

無科斗】ただし、中学生まで参加できます。 

＊ほかに、 まと当てゲ、ーム、牛の体重当てクイ 

ズ、野菜・花の即売、農業センター施設の参観 

など。 

※津鉄毘沙門停留所～会場間送迎バスあります。 

9 	: 44. 10 : 23, 10 : 56. 	11 : 30着 

13 : 52. 14: 28. 15 】 13発ご利用ください。 

レ問い合わせ 広域新農業センター雪37 - 2104 

農業センターでの栗ひろい（300円ノk9. 1 

人 2 k9まで）は10月 9 日まで行っております。 

近世古文書解読講習会 
廿i！二史に関心のある方、 古文書を「涜みゾこい方、 

ビなたでも気軽にご参加ください。 

日時 平成 6年9月25日（日）10 : 00-15I 00 

場所 市立図書館 2階 

主催 市教育委員会ー北奥文化研究会 

講師 豊島勝蔵氏（市史編集委員・北奥文化研 

究会会長） 

小山英治氏（北奥文化研究会事務局長） 

定員 50名 （定員になり次第締め切ります） 

受講料 500円（資料イ七として当日受付う 

申し込み先 市教育委員会・生訓・羊習課 

IrJ、l糾I25()) 

ビデオカメラ基本短期実践練習会 

じノニオカメラ撮影の基本をわかりべ”すく、簡 

単に、短期間で習得できます。 

気軽に、 どなたでもご参加ください（カメラ 

の種類は問いません）。 

ン日時 9月17日、18日、 24日、 25日の4 日「Iり 

（午後1時～ 3 時30分頃まで） 

場所 菊ケ丘水郷公園あずまや付近 

無料（ビデオカメラをご持参ください） 

レ問い合わせ MT Cビデオクラフ’ 

" 34 - 2544 織野まて二 

9 平成 6 年9月15日 

一一

・ピL:がわら牧場、収穫グルメまつりJJ
じ〉 日時 、Iえ)JX:6 {I'-9 )J 23 11 (令)秋分の十l

IJI'J会式午前1011.'1'

b会場 rlî常民沙川牧場広場、新J~業センター

〈イベン ト〉

0 とう も ろ こしグ、Jレメ

ゆで、焼きとうもろこしの試食。

0 五所川原牛焼肉グルメ

牛肉 3009、野菜のセ ットで1，0001'Jです。

炭火焼の月l芯?をしております。

0 に じますのつかみどり

受付午前11時~ 先計200:1"， まで

!1-'riin1時 30分、午後 11"')'30分の 2[1'1 

無料:ただし .け 1学侠まで参力11できます。

*ほかに、まと当てゲー ム、牛の体屯当てクイ

ズ、野菜 ..{どの即売、民業センター施設の参観

など。

※f1.t鉄民主l、I"J伴留所~会場間送迎パスあります。

9 : 44、 10: 23、 10: 56、 11・30新

13 : 52、 14 : 28、 15 : 13発ご利用ください。

じ>問い合わせ 広域新農業センタ一宮 37-2104 

農業センターでの栗ひろい (300円/kg、 1 

人 2kgまで)は10;:J9 [1まで行っております。

|近世古文書解読講習会 |
雌史に関心のあるみ、占A 文 ti-Fを読みたい方、

どなたでも気軽にご参力11ください。

日時 平成 6年 9月 25日(仁1)10 ・ 00~15 : 00 

場所 市立[j;.(1ir~:館 2 階

主催 市教育委員会 ・北奥文化研究会

講師 I~~~ t:1J勝誠氏(rlJ史 編集委員・北奥文化研

究会会長)

ノトILI英治氏(ヰヒ奥文化研究会事務局長)

定員 501'， (定員になり次第締め切ります)

受講料 500円 (資料代として当 μ受イ、D
申し込み先 市教育委員 会 ・生誕学押融

(戸サ彩R250) 

|ビデオカメラ基本短期実践練習会|
ビデオカメラ撮影の基本をわかりやすく、併1

qi.に、生'.iJtlI作¥Jで有料できます。

気軽に、どなたでもご参加lください(カメラ

の楠額は1m¥;、ません)。

仁>日目寺 9月 1711、 18円、 2411、25110コ41111¥J

(午後 1 時~ 311寺 30分間まで)

じ>場所 荊ヶ II:A<.郷公l辺あずまや付近

無料 (ビデオカメラをご持参ください)

仁>問い合わせ MTCビデオクラブ

宮 34-2544 織野まで

9 、ドー削

「親子で“トライ "1
組 fーが一緒に交辿11¥1題にトライ、与えるイベ

ン 卜がIJTIかれます。

じ〉参 加者 税 ( 免 許 所 持;.('[-)イー供(小学rι)

ill.-[-を一車11として50組(先治}I凶)

b内容 脱は (1 動 ~I .:、 f似長は rl転車によ る 夫地

が~!h~o "戸利，試55主は彩')'-[-Jti.i昼間協単。'k.t也と'下利ー

の合計}.I，~で、 げ、i:cfi-を表彰し、豪華賞品をW?;，

2、参加符全員に参力11:品'をプレゼントします。

じ>日目寺 9) J 231'1 (名，~r 1) !F後 1n年
b場所 ft~所川 }JTl '1'央:1"1動卓学校

b申し 込み I，:)i]f川原料捺署(宮 35-2141)及び

千千!H{卜:所、 市役 所 総 介 サ ー ビ ス 謀 ( 内 線282)

訂森般i去五所川)Ji(支 l寸(宮 35-1382) 

「「かんぽ融資施設見学会J一「

参加者募集」
郵政有では. ))11人弁のみなさまからお煩かり

し た 保 険 料 は、保険金としてお支払いするまで

に、郵政令々が占仔を も っ て 確 実 ・有利な方法で、

か つ 、 公 共 の利益になるよう起用いたしており

ます。

五所川原diでも、 γ:校 ・道路 ・公常住宅等に

活かされています。 五所川原郵便局では、地域

のみ なさ まに 、こ れら のj泡設を此学していただ

く 「 か ん ぽ融資施設凡学会」を行います。

じ〉 日日寺 、lZJJ.l乙 6->ド9J-l 20円(μdL:r商19 : 30 

任所川原市民文化会館前Ll¥発(パスにて)

b見学会コース

(予定) ，(;.; L:凡[寸|地 ・菊 ヶ 11:公園 ・旧 平111家

・五所川原小学校 ・一三好'l'学校

b申 し 込 み 先

五所川原郵便局保険課 (宮 34-3203) まで

定員25:i"，になり次第、締め切らせていただき

ます。

|第9回「鈴虫列車」俳句募集|
津軽鉄道では、 9FJ1 t=lから10月月:旬まで鈴

虫列車を運転しております。

これを記念して、 俳句を必集中 です。

課題 「鈴虫 列 車 」 ま た は 「 鈴 虫 汽 車 」

(l人 3令jまで はがきを使用してくださしつ

締め切り日 10刀 10I1 (刀) 当 日消印 有効

賞 点立山J利点者に津軽鉄道社長貨を贈呈します。

宛先 〒037五所川原rli大 1Ur39

i=!:!:il電 鉄 道 ( 株 ) 内 俳 句 係 官 34-2148 

0 鈴 丘t371J' I C ・特集~-(l0刀未発行予定)をご希望

の )Jは、ご投イ'1)の際郵便切手300PJ分をお送り

ください。 小学校生徒のご投句も歓迎します。
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10月の保健センター相談日 

種 男リ 開 設 日 内 	容 

母と子一の 第 1・第 3（水） 乳児・幼児の発 

木目 談 日 10月 5 日・19日 達相談、育児の 

10時三～12時 相談、お母さん 

13時～15時 の悩みごと相談 

（第3の午後は など 

予糸勺相談です。 

成相
 
人
談
 
の
 

日
 

第 2・第 4（水） 血圧の相談、食 

10月12日・26日 事の相談、心身 

10時～12時 でご心配なこと 

13時～15時 など 

（第4 の午後は 

予糸（井目謬乏て了す） 

’ 予約相談は随時、電話で受け付けます。 

警恐ける健康相談室へどうぞ 
ン対象 五所川原にお住まいの方で、ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されノている方 

）内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についてマ) 舌し 

＞料金 無 米斗 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしの 
テーマと時間 

9月26日 10 : 30 --- ころばぬ先の骨粗 

旭町集会所 しよう症予防 
（月） 12 : 00 (11 : 30-12 : 00) 

9月26日 13 : 00 - 寝たきりになって 

下岩崎公民館 も困らないように 
（月） 14 : 30 (14 : 10-14 : 30) 

9月30日 10 : 00 - 古くて新しい病気 

浅井公民館 糖尿病をよく知る 
（金） 12 : 00 (11 : 30-42 : 00) 

コミュ, ニテイ 10月 6 日 10 : 30 -- ころばぬ先の骨粗 

しよう症予防 
センター中川 （木） 12 】 00 (11 : 30-12 : 00) 

中崎保健協力員 10月 6 日 10 : 30 - いい気持ちでガン 

予防 
（成田葉子）宅 （木） 12 : 00 (11 : 30-12 : 00) 

10月 7 日 10 : 00 - 肥満・糖尿病・痛 

元町集会所 風 
（金） 12 : 00 (11 : 00-12 : 00) 

10月 7 日 13 : 00 - 
豊成公民館 

（金） 14 : 00 

ボケは一日にして 
10月 9 日 12 : 30 - ならず～ボケない 

森の家（若葉） 
（日） 14 : 00 ために 

(10 : 00----10 : 30) 

一お済みですか一 

の登録・狂犬病予防注射 
市では、今年度最後の犬の集合登録・狂犬病

予防注射を実施します。狂犬病予防法により、 

飼い主は毎年 1 回の登録と注射が義務づけられ

ていますので、 まだ才餌斉みでない方は！必ず実施

してください。 

ン料金 登録半斗 2,200円 

注 射 半斗 2,830円 

合 計 5,030円 

※恐れ入りますが、釣銭めないようご協力願い

まーす。 

注射を受けさせる犬は、清潔にし、 もし健康

状態に疑問がある場合は、受イ寸へ申し出てくだ

さい。 また、犬の死亡や変更の際は保健環境課

へ届けてください。 （電話でも可） 

ン実施日時・場所 

実施 日 時 	間 場 	所 

9月21日 

（水） 

9 】00--- 9 」30 コミュニテイセンター三好前 

9:50-40:20 コミュニテイセンター中川前 

10:40-11:10 こコミュニテイセンタ― 
毘I！」ポり・長富前 

11 :30-12:00 コミュニテイセンター飯詰前 

1 :30----2 :00 コミュニテイセンター松島前 

2 :20-3 :30 松 島 町 松 島 会 館 前 

9月27日 

（火） 

9 : 00- 9 : 30 コミュニテイセンター七和前 

9 :50-10:20 コミュニテイセンター長橋前 

10:40----11:10 コミュニテイセンター梅沢前 

1: 00- 2 : 00 コミュニテイセンター栄前 

2 】20-2 】50 富士見コミュニテイセンター前 

3 】10- 3 】40 鎌谷町防災センター前 

9月29日 

（木） 

9 : 00- 9 : 30 市 民 文 化 会 館 前 

9 :40-10:10 コミュニテイセンタ一 
しきしま自II 

10: 20へ lI :20 五 所 川 原 保 健 所 前 

住みよい環境をつくる 
市内小中学校生徒の作品展 

）期日 9月30日（金）-10月 2 日（日）の 3 日沼l 

ン場所 五所川原市「中三デパート」 

6階 ミニ・ギャラリー 

9月24日から 「工雲＋書倍；I士：国月月，一，,ョー 
。湖消議 I 栗現衛土廻同」で呪 

ごみのIIIす量や、 fII利用のことなレを、 

今 一度考えてみましよう 

ー生ごみ．の水切りを十分に― 

'I 

平成 6年9月15日 10 
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の登録・狂犬病予防注射
Tliでは、今年度最後の犬の集作畳録・手E犬病

予防注射を実施します。才E犬病予防法により、

飼い主は毎年 1回の 登録 と注 射が 義務 づけ られ

ていますので、まだお済みでないんーは必ず:k施

してください。

b料金 登録料 2，200/IJ

計三身、f半:十 2，830/IJ 

千子 J十 5，030/] J 

※恐れ入りますが、釣銭のないようこ 1hhノJ胤い

ますー。

注射を受けさせる犬は、 m潔 に し 、 も し 位 以

状態に疑問 がある場一作は、受付へillし1/¥てくだ

さ い 。 ま た、犬の死亡や変9iの |燦は保位以坑説

へ M;けてください。(冠話でも "I1J)

面【崎町暗躍重重量~~;閥=1

手重 対IJ I~日 忍t I1 p人j 詐

ほとチの 努D ・$f'53(/}く) 乳児 ・幼児の発

杓I~炎 I 1 1O，FJ 5 n・19円 i主十"談、育児の

10時~12時 キ"談、 おイリーさん

13時~15時 の'~f近みごと 相|談

(第 3の午後は Y訟と、

予約キ"談です。

成人の )!;fi 2・5.fi4 Vk) 11r1庄の相談、食

本" 談円 10;:J 12/-1・26/l 寸iの本"談 、心身

10時~12n，lf でご心配なこと

13時~15日与 など

(第 4の午後は

予約相 談です)
」一一←

五
所
川
原
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:};1血 rl 1I.lf It¥J ゐιElI ?lr 

9 :00~9 :30 コミュニティセンタ-:.Trriij 

9 : 50~1O: 20 コミュニティセンターqリI/Iiij

9)=]2111 10: 40~1l: 10 コミユー7 イセンタ
出沙I"J・l{'j;V，iij

(水) 11 : 30~ 12 : 00 コミュニティセンター飯詰前

1 : 30~ 2: 00 コミュニアィセンター松μriij

2 : 20~ 3: 30 松仏間]松島会主nliij 

9 :00~9 :30 コミュニティセンタ一七和ljij

9 : 50~1O: 20 コミュニアィセンタ一長陥商l

9刀2711 10: 40~ 11: 10 コミュニティセンター柏IjV¥liij

(火) 1 OO~ 2 00 コミュニアィセンタ一栄liij

2 : 20~ 2: 50 '/;0; J:s，!.コミュニティセンターがl

3 : 1O~ 3 :40 鎌谷/11)防災センターがl

9 :OO~ 9 :30 市 民 文 化 会 館 liij
9)J 29H 

9 : 40~1O: 10 
コミュー7 ィセンタ

(木)
しきしま出l

10 : 20~ 11 : 20 五所川仰、保健 0T liij 

予約キ"談は随時、む話で受け付 けます。

b実施日 時 ・場所

l京協する健康棺談窓へどうそeI 

じ> 対象 五所川原におイCl~まいの方で、ご (1 身ぷ

び家族の身体ぐあいの""Fで心配されている方

じ>内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

仰はまについての話し

じ>料 金 無 料

b持参す る もの 健康手I1長(お持ちのノ1;)

イ主主制!Þ.~}・がキ"談に応じます

11主みよい環境をつくる | 

」 市内小中学校生徒の作品展」
9 IJ 30 H (金)~10刀 2 11 ( 11 ) の 31 1 1/'，]

在所川|似di rl I 1三 デハート」

6/併 ミ ニ ・ギ ャ ラ リ ー

b期 日

じ>場所

95q申込「環境衛生週間」で点
ご みの1/'1す !止や 、再 利用のことなどを、

今一lぷ考えてみましょう。

一 生 ごみの水切りを十分に ー

10 斗<1，)(6年 9))1511 

開催場所 I}Aイ111月11開催時/1n はなしの
テマとIk'f/i¥J

旭 lur集会所
9)=J 2611 10 : 30~ ころばぬ先の什til

(Jl) 
しょう症 F防

12 : 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

下岩崎公民館
9 月 26)~ 13 : OO~ 泌たきりになって

(月)
も係|らないように

14 : 30 (14 : 10~ 14 : 30) 

浅井 公民館
9月30μ 10 : OO~ lなくて新しい病気

(金)
糖尿病をよく知る

12: 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

コミユニアイ 10月6日 10 : 30~ ころばぬ先の'1'-;-粗

センター中川 (木) 12 : 00 
しよう症~j，防

(11 : 30~ 12 : 00) 

rl I~奇保健在日Jプ)JJ. 10月611 10 : 30~ いい気持ちでガン

(成田楽チ)宅 (木) 12 : 00 
予防
(11 : 30~ 12 : 00) 

元町 集会所
10凡7" 10 : OO~ 肥満・布tfbK病・焔

(金)
風

12 : 00 (11 : OO~ 12 : 00) 

世:}Jx公氏自Vl
10;:17 H 13 : OO~ 

(金) 14 : 00 

森の家(省薬)1 1 0~J ~ "112_: .30::: 
ボケは一日にして
ならず~ボケない

(~) I 14: 00 ために
(10 : OO~ 10 : 30) 



市役所容35-ユ111 

最近、何かと話題の骨粗私

症。その原因は何といっても

食事のカルシウム不足。カル

シウムたっぷりの半斗理で骨を 二

丈夫にしましょう，ノ 

>テーマ 骨を強くする料理 

r 	⑨月長肖 

9月より 母 （保護者） と子の歯科健診』 

がすくすく健診に加わります。 

6 カ月健診と新しくスタートする 2歳 6 カ月

児健診の際に、母（保護者） と子供さんの歯科

健診が加わりますので、 なるべく保護者の方が

ご同伴くださるようにお願いいたします。 

ン場所 市保健センター（新町バス停肩If) ＞時

間 受イ寸12 : 30カュら12 : 45 D持参するもの

母子健康手帳、バスタオル。（亘）2歳 6 カ月児、 

3歳児には個人通知します。⑥ 3歳児健診の場

合は同封のアンケートを記入し、尿を小ビンに

入れて持参ください。※注意① 3 カ月児健診に

来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん） 

の検査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保

健環境課窓口にもらいにきてください。②病気

療養中（特に伝染性の病気）のお子さんはご遠 

lを：ください。③不明な点は、保側琴業境課にお問

い合わせください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 

6月生まれ 

H6年 
10月11日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6カ月児 
H6年 

3月生まれ 

10月18日 

（火） 

離乳食の試食 
母と子の歯科診察 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 

9月生まれ 

10月24日 

（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 
6カ月児 

H5年 

4月生まれ 

10月25日 

（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

2歳 

6カ月児 

H4年 

3月生まれ 

9月28日 

（水） 

母と子の歯科診察及

び相談 

3 歳児 
H3年 

4月生まれ 

10月13日 

（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは保健センタ 

ー “母と子の木目診ミ日 （第 1・3 水曜日）”も御利

用ください。 

尚、来月の2歳 6 カ月児健診は10月4日（火） 

対象児H4年 4 月生まれとなります。 

11 平成 6年9月15日 

成田将悟ちゃん（小曲・沼田） 

母・由紀子さん よく食べ、 よく目民るのてA 

こんなにもコロコロになってしまいました。し、 

つもニコニコ、上の2歳になる女の子と、仲よ

く遊んでるんですよ。 

「かんたん！健康レストラン丁 
受講者募集 

開催月日 日寺 	間 開催場所 締め切り 

10月 4 日 

（火） 

10月 5 日 
（水） 

10月 6 日 

（木） 

午前 

9時30分 

5 
午後 1日寺 

イ動く婦人 

の家・市 

保健セン 

ター 

9月30日 

（金） 

>対象 市民であればどなたでも参加できます。 

レ料金 無料て＝す。 

D持参するもの みそ汁（おわん半分位汝）量を

汁だけ持参ください）、 健康手帳（お持ちの

方）、おにぎり、エプロン、筆記用具。 

ン申し込み先 いずれか希望の日を選Aプで保健

環境課まて三電話でお申し込みください。 
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津軽半島活性化シンポジウム 
プレ・イベント 

（鷲芽ーラムり  

「生活・文化」編 

「観光・交通」編 

「産業・経済」編 

津軽半島の元気印・大集合．/ 

10月五所川原市で開催される、 「半島活

性化シンポジウム’94 in津軽」を前に、津

軽半島の元気度についてディスカッション。 

， だれでも参加できて、気軽に話せて、そ

して一、ためになる．ノ 

アナタが主役の「元気フオーラム’94J。 

PART 1 

日時 9月14日（水） 19 : OO--21 : 00 

会場 木造町「ふれ愛センター」 

(JR木造駅 2階）雪0173 - 42 - 1201 

テーマ 『津軽半島の生活・文化』 

ゲスト 北 野 岸 柳 

コーディネーター 川 嶋 大 史 

主管 れノじおん木造 

PART 2 

日時 9月21日（水） 19 : 00-21 : 00 

会場 金木町「斜陽館」雪0173 - 53 - 2020 

テーマ 『津軽半島の観光・交通（アクーlご 

スについて）』 

ゲスト 芦 洋 吉 朗 

ー． 	（日本ェア・システム青森支店長） 

コーディネーター 角 田 J司 

主管 ラフ’、リー金木 胃0173 - 52 - 2012 

PART 3 

日日寺 9月28日（水） 19 】 00-21 】 00 

会場 中里町「ふれあいセンター」 

雪 0173 - 57 - 2662 

テーマ 『津軽半島の産業・経済』 

ゲスト 戸 マ翠 一 光 

（青森職業能力開発短期大学校校長） 

コーディネーター 天 内 義 秋 

主管 奥 津軽会 	”0173 - 34 - 2424 

協力 なかさとものがたり研究会 

主 催 津軽半島元気向上委員会 

事務局 胃0173 - 52 - 2012 

後 援 津軽半島活‘性化シンポジウj、 

実行委員会 

〈市制施行40周年記念事業〉 
「透明ゴミ袋」を配布いたします。 
当市は、 昭和29年に市市~」をJ鬼子」してJ-')（来、 本年

をもちまして40周年を迎えることとなりました。 

その記念事業の一環として「五所川原をきれいな

環境にしよう」運動を推進することとなり、市民

の皆さんのご家庭に「透明ゴミ袋」を行政連絡員

のご協力により配布することになりました。 

ゴミは資源ともなり、 リサイクノレされ商品にな

る可能性をもってル、ることも確かですが、 それを

放置することによって、私たちの住む環境を汚し

たり、強いては不健康にもつながってきたりしま

す。次代に「きれノいな五所川原を残したい」 これノ

を願いながら、その契機の期待を込めて「透明の

ゴミ袋」 を配布することになりました。 

市民みんなの手で街づく りをする市民運動をこ

れからも実行していきますのでよろしくお願いレ、 

たします。 

発行五所川原市役所／編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地合fk35-21 11番 	平成6年9月15日 12 

津軽半島活性化シンポジウム

テーマ

プレ・イベント

「生活・文千七」編

「観光・交通J 編

19 : 00~21 : 00 

スについて)dl

ゲスト 芦博子守 山)j

(円本エア ・システム青森支同長)

コーディネーター タJ ~J I 周

主管 ラブリー金木 宮 0173-52 -2012 ・2.!.-.::__1

日時 9刀28日(水) 19: 00~21 : 00 

会場 中里町「ふれあいセンター」

霊宝0173-57 -2662 

テーマ 「津軽半品の産業 ・経済』

ゲスト 戸 津 一 光

(背森職業能力開発短期大学校校長)

コーディネータ一 天内義秋

主管 奥津軽会 宮 0173-34 -2424 

協力 なかさとものがたり研究会

主催 津軽半白元気向上委員会

事務局 宮 0173-52 -2012 

後援 津軽半島活性化シンポジウム

実行委員会

〈市制施行40周年記念事業〉
「透明ゴミ袋Jを配布いたします。
当市は、 Hf係1129年 に市制を施行して以来、みこ年

をもちまして40j.'司壬ドを迫jえることとなりました。

その記念事業の一 以として「五所川原をきれいな

環境にしよう」巡動を推進することとなり、市民

の持さんのご家庭に「透明ゴミ袋」を行政辿絡員

のご、協力により配布することになりました。

ゴミは資源ともなり 、 ソサイクノレされ商品にな

る可能性をもっていることも儲かで、すが、それを

放抗することによって、私たちの住む環境ーを1りし

たり、強いては不能版にもつながってきたりしま

す 。 次 代 に 「 き れ い な 五 所 川 原 を 残 し た レ 、 」 こ れ

を願レ、ながら、その契機の期待を込めて「透明の

ゴミ袋」を配布することになりました。

rlJL'己みんなの手で街づくりをする市民運動をこ

れか らも夫ー行していきますのでよろしくお願いい

たします。
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